
分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前）

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）

1
Ⅰ
１

明治２１年１月６日
（１８８８）

本郡達
○榛原郡家山外２ヶ村戸長役場
●記載なし

始めに、明治２１年1月6日付第1号「免務状」を載せ、以下、明治２２年３月１
２日付榛原郡よりの「地租割地方税前半期徴収歩合表」までを綴る。

原
本

綴
り

1

2
Ⅰ
６

明治２６年６月
（１８９３）

議事村内外告示照会綴
込み

○下川根村役場
●記載なし

始めに、明治２６年６月２７日付「議第１号」をのせ、以下、同年１２月１６日「第
7号」まで、全26件を綴る。

原
本

綴
り

1

3
Ⅰ
６

明治３３年
（１９００）

徴税関係調査村坪綴込
○静岡県榛原郡下川根村役場
●記載なし

始めに、「明治３３年度前半期県税戸数割等級課額」表を載せ、以下、「明治
40年度村税賦課及徴収法」まで、関係書類を綴る。

原
本

綴
り

1

4
Ⅰ
６

明治３４年１２月
（１９０１）

甲号県税戸数割納税額
調

○下川根村役場
●記載なし

家山を荒波茂吉組、他27組、抜里１３組、葛籠組に分け、各組員に等級を付
して税額を記す。

原
本

竪 1

5
Ⅰ
６

昭和１４年
（１９３９）

地方税関係往復文書綴
○下川根村役場
●記載なし

始めに、昭和１４年１月６日付「戸数割等ノ調査ニ関スル件」をのせ、以下、同
年１２月１８日付「納税証明願」まで、関係書類を綴る。

原
本

綴
り

1

6
Ⅰ
６

昭和１７年１月
（１９４２）

家屋異動通知書・登記
済通知書綴

○下川根村役場
●記載なし

始めに、昭和１７年６月２４日付藤枝税務署家屋税掛「通知書」を載せ、以
下、昭和２７年１０月２７日付「家屋滅失申告書」まで、関係書類を綴る。

原
本

綴
り

1

7
Ⅰ
７

明治２６年７月６日
（１８９３）

共有金及証書引渡書
〇下川根村家山:又平伝一㊞
●下川根村：村長登澤次輔

本引渡書の他、家山村共有物取扱規則、領収證等、4件あり。「明治２６年家
山共有金ニ係ル証書類入」の紙袋入り。

原
本

綴り 1

8
Ⅱ
１

明治６年５月
（１８７３）

小前連印帳
○廿六小区榛原郡葛籠村
●林浜松県令、石黒浜松権参事

始めに、「奉差上誓文之事」とあり、田園１筆限り地券交付につき、村内の持
ち、山林、原野まで、詳細取調地引絵図添えて差出。村人小前46名、戸長・
副戸長４名の署名捺印。附箋「第百四十五号」（朱筆）あり。

原
本

竪 1

9
Ⅱ
１

明治１１年２月
（１８７８）

地券書換願綴
○抜里村
●記載なし

明治１１年２月より同１７年３月迄、地券書換願書の綴り。
原
本

綴
り

1

10
Ⅱ
１

明治１７年１２月２０日
（１８８４）

共有地連名簿

○遠江国榛原郡家山村:持主鈴木三郎太夫㊞、他
9名署名捺印、惣代又平豊蔵㊞、同河野孫左衛門
㊞、戸長八木又左エ門㊞
●記載なし

家山村4069番地字桧平山林２町歩共有地の連名。他に家山村4060番地字
ウシロクホ山林３反5畝歩の共有地連名簿。

原
本

竪 2

形
態

数
量

標　　　　題
原・
写区
別

摘　　　　　　　要 備　　考

地区番号：１３・１４地区：家山・抜里・葛籠　　旧川根町役場文書目録

通し番号
文書番号



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前）

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）

形
態

数
量

標　　　　題
原・
写区
別

摘　　　　　　　要 備　　考
通し番号
文書番号

11
Ⅱ
１

明治２１年１０月８日
（１８８８）

地押ニ係ル申告御指令
書

○榛原郡抜里村:地主惣代白瀧清太郎㊞、原木清
五郎㊞、原木嘉蔵㊞、（奥書）榛原郡家山村外２ヶ
村長八木又左エ門㊞
●静岡県知事関口隆吉

始めに、「土地丈量誤謬訂正願　榛原郡抜里村」とあり、土地丈量訂正を記
す。後半、県知事よりの指令署を付す。

原
本

綴
り

1

12
Ⅱ
１

明治３３年２月５日
（１９００）

乙号野取絵図帳
○所有主惣代山田干蔵㊞、小玉宇吉㊞、森西為
吉㊞、（証明）川根村長㊞
●横浜税務管理局長斉藤重☐

薮下虎蔵以下、全１７件の田畑宅地所有地の地籍図を載せる。表紙に、「不
用」とある。附箋「乙合図ハ再造可為覚」。

紙１１枚
原
本

竪 1

13
Ⅱ
１

（明治） 土地壱人別寄附帳
○葛籠村
●記載なし

沢木藤左衛門以下、７３件の所有地反別、地価、地租金等を記す。後の改
正分貼付。

原
本

綴
り

1

14
Ⅱ
２

昭和２０年
（１９４５）

土地登記済通知書
○伊久身村役場
●記載なし

始めに、昭和２０年２月１０日付鈴木長重に係る土地登記済通知書あり。以
下、昭和25年3月15日までの通知書。

原
本

綴
り

1

１５
Ⅱ
５

明治１０年
（１８７７）

普通特有物産調
〇榛原郡抜里村
●榛原郡長

始めに、「第７４号普通特有物産表　自明治10年至明治17年」とある。各年度
の物産状況を表記。当時の経済状況を反映。

原
本

綴
り

1

16
Ⅳ
３

大正４年６月２日
（１９１５）

社格昇進願

○八幡神社社掌青木文吾、氏子総代半田亀吉、
伊東☐、柿記貞次郎、崇敬者惣代諸田新左衛
門、他4名
●静岡県知事湯浅倉平

前半に、社格昇進願、後半に、御由緒明細書あり。
原
本

綴
り

1

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　

（1）　資料の概要　　旧川根町に永く保管され、島田市との合併を期して渡された明治初年から昭和20年までの旧町村関係資料である。旧町村は、明治期の町村合併により生まれた①２６小
区榛原郡葛籠村(明治６年）、②榛原郡抜里村（明治10年）、③榛原郡家山村（明治17年）、④下川根村（明治26年）、⑤伊久身村（昭和20年）とあり、かつての町村合併の経緯を伝える。

（２）　資料の特色　　明治初年から昭和20年に至るまでの行政文書が主体である。地租改正や租税、土地等に係る資料であり、地域の実情をよく伝える。合併により、ともすれば失われがち
な資料であるので、大切に保管・活用していく必要がある。


